




取り戻し、2 次被害 3 次被害といった副次的な被害を受けないよう、地域で犯罪被害者を
支援する体制を整えることを活動目的に、2016 年 4 月から有志の学生とともに始め現在に


















の大切さと犯罪被害者支援について考える」に向けて創作劇のシナリオを 1 本作成した。 






 ５月  津山駅前で自転車被害予防のチラシ配り（5/17） 
 ６月  VSCO との勉強会（6/23） 
 7 月  大学構内でインターネット等の犯罪に注意を促すチラシ配り（7/17） 
１１月  津山市役所市民ホール パネル展示（犯罪被害者支援週間）（11/25-11/29） 









ラシ等 200 部を配布した。開始 15 分後には全て
配り終わり、後半は声掛けのみで自転車事故の
予防を訴えた。 



















































































学生たちに目的達成度合をたずねたところ、10 段階中 6 段階の評価が返ってきた。限定さ
れた地域の中では、犯罪被害者支援の啓発や関係者らとのつながりはできつつあるが、地
域住民や小中高生への啓発が出来ていないことや、関わる機関は大学周辺の地域にとどま
っている。つながりが希薄な自治体には直接コンタクトを取りに行き、啓発に関して一緒
にとりくめることはないか働きかけ、先ずは相互関係を築くことが必要である。また、犯
罪被害者支援団体と協力し、今回のフォーラムのような内容を地域や学校に展開できない
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か検討していきたい。 
 一方、学生にとっての研究活動は、犯罪被害者等や周囲の人々の気持ちを考えたり、ど
のように支援するべきなのか支援とは何かを考えることができたり、自分の意見を表現す
ることが得意ではなかったことが少しずつ表現できるようになったと実感していた。ま
た、犯罪被害者等を中心においた支援について、実践までの過程を体験したことで、卒業
後のソーシャルワーク実践にいかすことができると感じていた。 
 学生の主体性を重んじながらの活動は、学生の実践力が養われるだけでなく、学生の期
待に応えようと周囲の方々があたたかくサポートしてくれ、そのことで関係者らが自然に
つながりあっていると感じる。今後も犯罪被害者の気持ちに寄りそった支援ができるよ
う、当事者理解について学べる機会や、地域の子供たちと学生が犯罪被害者支援について
一緒に考える機会をつくり研究活動を継続していきたい。 
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